
山
梨
県
公
報
号
外
　
　
第
十
四
号
　
　
令
和
六
年
三
月
三
十
一
日

定
価（
消
費
税
込
）一
箇
年
　
一
七
、六
〇
〇
円
（
郵
送
料
を
含
む
。）

一

山
梨
県
公
報

号
外
第
十
四
号

令
和
六
年

三
月
三
十
一
日

日　曜　日

目

次

条

例

○
山
梨
県
県
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例	

一

条
例
の
あ
ら
ま
し

○
　
山
梨
県
県
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
条
例
第
三
十
八
号
）
（
税
務
課
）

1
　
地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
次
の
改
正
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

㈠
個
人
県
民
税
所
得
割
に
お
け
る
定
額
減
税

⑴
　
令
和
六
年
度
分
の
個
人
県
民
税
所
得
割
か
ら
、
納
税
者
分
の
一
万
円
に
控
除
対
象
配
偶
者
を

含
め
た
扶
養
家
族
一
人
に
つ
き
一
万
円
を
加
算
し
た
額
の
合
計
額
を
個
人
住
民
税
所
得
割
に
占

め
る
個
人
県
民
税
所
得
割
の
割
合
で
あ
ん
分
し
た
額
の
減
税
を
実
施
す
る
。
　
　
　

⑵
　
控
除
対
象
配
偶
者
で
な
い
同
一
生
計
配
偶
者
が
い
る
場
合
、
令
和
七
年
度
分
の
個
人
県
民
税

所
得
割
か
ら
、
控
除
対
象
配
偶
者
で
な
い
同
一
生
計
配
偶
者
分
の
一
万
円
を
個
人
住
民
税
所
得

割
に
占
め
る
個
人
県
民
税
所
得
割
の
割
合
で
あ
ん
分
し
た
額
の
減
税
を
実
施
す
る
。

⑶
　
ふ
る
さ
と
納
税
の
特
例
控
除
上
限
額
（
所
得
割
額
の
二
割
）
に
つ
い
て
、
定
額
減
税
前
の
所

得
割
額
と
す
る
。

㈡
　
不
動
産
取
得
税
の
特
例
措
置
の
適
用
期
限
の
延
長

⑴
　
新
築
住
宅
を
宅
建
業
者
等
が
取
得
し
た
も
の
と
み
な
す
日
を
、
住
宅
新
築
の
日
か
ら
一
年
を

経
過
し
た
日
と
す
る
特
例
措
置
等
の
適
用
期
限
を
二
年
延
長
す
る
。

⑵
　
住
宅
の
取
得
及
び
土
地
の
取
得
に
対
す
る
税
率
を
三
パ
ー
セ
ン
ト
と
す
る
特
例
措
置
及
び
宅

地
評
価
土
地
の
取
得
に
対
す
る
課
税
標
準
を
二
分
の
一
と
す
る
特
例
措
置
を
三
年
延
長
す
る
。

㈢
　
軽
油
引
取
税
の
課
税
免
除
の
特
例
措
置
の
適
用
期
限
を
三
年
延
長
す
る
。

㈣
　
狩
猟
税
の
鳥
獣
被
害
対
策
の
推
進
を
目
的
と
し
た
課
税
免
除
等
の
特
例
措
置
の
適
用
期
限
を
五

年
延
長
す
る
。

2
　
こ
の
条
例
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。

条
　
　
　
例

山
梨
県
県
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

令
和
六
年
三
月
三
十
一
日

山
梨
県
知
事
　
　
長
　
　
崎
　
　
幸 

太 

郎

山
梨
県
条
例
第
三
十
八
号

山
梨
県
県
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

山
梨
県
県
税
条
例
（
昭
和
三
十
六
年
山
梨
県
条
例
第
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
第
六
条
の
二
の
二
第
三
項
中
「
次
条
第
二
項
」
を
「
附
則
第
六
条
の
二
の
二
第
二
項
、
前
条
第

二
項
及
び
次
条
第
二
項
」
に
、
「
同
項
第
二
号
」
を
「
附
則
第
六
条
の
二
の
二
第
二
項
第
一
号
及
び
前

条
第
二
項
第
一
号
中
「
及
び
附
則
」
と
あ
る
の
は
「
、
附
則
第
六
条
の
二
の
四
第
二
項
及
び
附
則
」

と
、
次
条
第
二
項
第
二
号
」
に
、
「
あ
る
の
は
、
」
を
「
あ
る
の
は
」
に
改
め
、
同
条
を
附
則
第
六
条

の
二
の
四
と
し
、
附
則
第
六
条
の
二
の
次
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。

（
令
和
六
年
度
分
の
個
人
の
県
民
税
の
特
別
税
額
控
除
）

第
六
条
の
二
の
二
　
令
和
六
年
度
分
の
個
人
の
県
民
税
に
限
り
、
県
民
税
に
係
る
令
和
六
年
度
分
特
別

税
額
控
除
額
を
、
前
年
の
合
計
所
得
金
額
が
千
八
百
五
万
円
以
下
で
あ
る
所
得
割
の
納
税
義
務
者

（
次
項
及
び
次
条
に
お
い
て
「
特
別
税
額
控
除
対
象
納
税
義
務
者
」
と
い
う
。
）
の
第
二
十
一
条
か

ら
第
二
十
二
条
の
二
ま
で
、
附
則
第
四
条
第
一
項
、
附
則
第
六
条
の
二
第
一
項
及
び
附
則
第
六
条
の

三
第
二
項
並
び
に
法
第
三
十
七
条
の
三
、
法
第
三
十
七
条
の
四
、
法
附
則
第
五
条
の
五
第
一
項
及
び

法
附
則
第
七
条
の
二
第
一
項
の
規
定
を
適
用
し
た
場
合
の
所
得
割
の
額
か
ら
控
除
す
る
。

2
　
前
項
の
県
民
税
に
係
る
令
和
六
年
度
分
特
別
税
額
控
除
額
は
、
第
一
号
に
掲
げ
る
額
と
第
二
号
に

掲
げ
る
額
と
の
合
計
額
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
個
人
の
住
民
税
の
所
得
割
の
額
」
と
い
う
。
）

が
一
万
円
（
特
別
税
額
控
除
対
象
納
税
義
務
者
が
控
除
対
象
配
偶
者
又
は
扶
養
親
族
（
法
第
三
十
四

条
第
八
項
の
規
定
に
よ
る
判
定
を
す
る
と
き
の
現
況
に
お
い
て
法
の
施
行
地
に
住
所
を
有
し
な
い
者

を
除
く
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
控
除
対
象
配
偶
者
等
」
と
い
う
。
）
を
有
す
る
場
合
に
は
、
一

万
円
に
当
該
控
除
対
象
配
偶
者
等
一
人
に
つ
き
一
万
円
を
加
算
し
た
金
額
）
を
超
え
る
場
合
に
は
一

万
円
（
特
別
税
額
控
除
対
象
納
税
義
務
者
が
控
除
対
象
配
偶
者
等
を
有
す
る
場
合
に
は
、
一
万
円
に

当
該
控
除
対
象
配
偶
者
等
一
人
に
つ
き
一
万
円
を
加
算
し
た
金
額
）
に
第
一
号
に
掲
げ
る
額
を
個
人

の
住
民
税
の
所
得
割
の
額
で
除
し
て
得
た
数
値
を
乗
じ
て
得
た
金
額
（
当
該
金
額
に
一
円
未
満
の
端

数
が
あ
る
と
き
、
又
は
当
該
金
額
の
全
額
が
一
円
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の
端
数
金
額
又
は
そ
の

全
額
を
切
り
上
げ
た
金
額
）
と
し
、
個
人
の
住
民
税
の
所
得
割
の
額
が
一
万
円
（
特
別
税
額
控
除
対

象
納
税
義
務
者
が
控
除
対
象
配
偶
者
等
を
有
す
る
場
合
に
は
、
一
万
円
に
当
該
控
除
対
象
配
偶
者
等

一
人
に
つ
き
一
万
円
を
加
算
し
た
金
額
）
を
超
え
な
い
場
合
に
は
同
号
に
掲
げ
る
額
に
相
当
す
る
金

額
と
す
る
。

一
　
特
別
税
額
控
除
対
象
納
税
義
務
者
の
第
二
十
一
条
か
ら
第
二
十
二
条
の
二
ま
で
、
附
則
第
四
条

第
一
項
、
附
則
第
六
条
の
二
第
一
項
及
び
附
則
第
六
条
の
三
第
二
項
並
び
に
法
第
三
十
七
条
の
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山
梨
県
公
報
号
外
　
　
第
十
四
号
　
　
令
和
六
年
三
月
三
十
一
日

二

「
令
和
六
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
令
和
九
年
三
月
三
十
一
日
」
に
改
め
る
。

附
則
第
十
二
条
の
十
六
の
二
及
び
第
十
二
条
の
十
六
の
三
第
一
項
中
「
令
和
六
年
三
月
三
十
一
日
」

を
「
令
和
十
一
年
三
月
三
十
一
日
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
条
例
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

三
、
法
第
三
十
七
条
の
四
、
法
附
則
第
五
条
の
五
第
一
項
及
び
法
附
則
第
七
条
の
二
第
一
項
の
規

定
を
適
用
し
て
計
算
し
た
場
合
の
所
得
割
の
額

二
　
特
別
税
額
控
除
対
象
納
税
義
務
者
の
法
第
三
百
十
四
条
の
三
、
法
第
三
百
十
四
条
の
六
か
ら
第

三
百
十
四
条
の
九
ま
で
、
法
附
則
第
三
条
の
三
第
五
項
、
法
附
則
第
五
条
第
三
項
、
法
附
則
第
五

条
の
四
の
二
第
五
項
、
法
附
則
第
五
条
の
五
第
二
項
及
び
法
附
則
第
七
条
の
二
第
四
項
の
規
定
を

適
用
し
て
計
算
し
た
場
合
の
所
得
割
の
額

3
　
前
二
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
お
け
る
第
二
十
二
条
の
二
第
二
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い

て
は
、
同
項
中
「
所
得
割
の
額
」
と
あ
る
の
は
、
「
所
得
割
の
額
（
附
則
第
六
条
の
二
の
二
第
一
項

及
び
第
二
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
前
の
も
の
を
い
う
。
）
」
と
す
る
。

（
令
和
七
年
度
分
の
個
人
の
県
民
税
の
特
別
税
額
控
除
）

第
六
条
の
二
の
三
　
令
和
七
年
度
分
の
個
人
の
県
民
税
に
限
り
、
県
民
税
に
係
る
令
和
七
年
度
分
特
別

税
額
控
除
額
を
、
特
別
税
額
控
除
対
象
納
税
義
務
者
（
同
一
生
計
配
偶
者
（
控
除
対
象
配
偶
者
及
び

法
第
三
十
四
条
第
八
項
の
規
定
に
よ
る
判
定
を
す
る
と
き
の
現
況
に
お
い
て
法
の
施
行
地
に
住
所
を

有
し
な
い
者
を
除
く
。
）
を
有
す
る
も
の
に
限
る
。
）
の
第
二
十
一
条
か
ら
第
二
十
二
条
の
二
ま

で
、
附
則
第
四
条
第
一
項
、
附
則
第
六
条
の
二
第
一
項
及
び
附
則
第
六
条
の
三
第
二
項
並
び
に
法
第

三
十
七
条
の
三
、
法
第
三
十
七
条
の
四
、
法
附
則
第
五
条
の
五
第
一
項
及
び
法
附
則
第
七
条
の
二
第

一
項
の
規
定
を
適
用
し
た
場
合
の
所
得
割
の
額
か
ら
控
除
す
る
。

2
　
前
項
の
県
民
税
に
係
る
令
和
七
年
度
分
特
別
税
額
控
除
額
は
、
第
一
号
に
掲
げ
る
額
と
第
二
号
に

掲
げ
る
額
と
の
合
計
額
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
個
人
の
住
民
税
の
所
得
割
の
額
」
と
い
う
。
）

が
一
万
円
を
超
え
る
場
合
に
は
一
万
円
に
第
一
号
に
掲
げ
る
額
を
個
人
の
住
民
税
の
所
得
割
の
額
で

除
し
て
得
た
数
値
を
乗
じ
て
得
た
金
額
（
当
該
金
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
、
又
は
当
該

金
額
の
全
額
が
一
円
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の
端
数
金
額
又
は
そ
の
全
額
を
切
り
上
げ
た
金
額
）

と
し
、
個
人
の
住
民
税
の
所
得
割
の
額
が
一
万
円
を
超
え
な
い
場
合
に
は
同
号
に
掲
げ
る
額
に
相
当

す
る
金
額
と
す
る
。

一
　
特
別
税
額
控
除
対
象
納
税
義
務
者
の
第
二
十
一
条
か
ら
第
二
十
二
条
の
二
ま
で
、
附
則
第
四
条

第
一
項
、
附
則
第
六
条
の
二
第
一
項
及
び
附
則
第
六
条
の
三
第
二
項
並
び
に
法
第
三
十
七
条
の

三
、
法
第
三
十
七
条
の
四
、
法
附
則
第
五
条
の
五
第
一
項
及
び
法
附
則
第
七
条
の
二
第
一
項
の
規

定
を
適
用
し
て
計
算
し
た
場
合
の
所
得
割
の
額

二
　
特
別
税
額
控
除
対
象
納
税
義
務
者
の
法
第
三
百
十
四
条
の
三
、
法
第
三
百
十
四
条
の
六
か
ら
第

三
百
十
四
条
の
九
ま
で
、
法
附
則
第
三
条
の
三
第
五
項
、
法
附
則
第
五
条
第
三
項
、
法
附
則
第
五

条
の
四
の
二
第
五
項
、
法
附
則
第
五
条
の
五
第
二
項
及
び
法
附
則
第
七
条
の
二
第
四
項
の
規
定
を

適
用
し
て
計
算
し
た
場
合
の
所
得
割
の
額

附
則
第
十
条
中
「
令
和
六
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
令
和
八
年
三
月
三
十
一
日
」
に
改
め
る
。

附
則
第
十
条
の
三
第
一
項
、
第
十
条
の
五
第
一
項
及
び
第
三
項
並
び
に
第
十
二
条
の
十
三
第
一
項
中


